
　年式が古いクルマのエンジンに装着された
「Ｏ２センサ」は、故障といえば「センサの断線」
と決めつけても差し支えありませんでした。
　これまでＯ２センサは「よほど走行距離や使
用期間が長くないとトラブルが発生しない」と
思われてきましたが、最近は少し事情が異な
るようです。というのも、最近の車載式自己診
断装置（OBD＝ On Board Diagnosis）は、
０２センサに対してシビアな基準で故障の有無
を判別するようになっているからです。
　また世界的にみると、環境への配慮から０２

センサを「定期交換」する気運が高まっていま
す。今回は、取り囲む環境が以前と変わりつつ
ある０２センサにスポットを当ててみました。
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●OBDⅡ故障コードは40項目以上 !!

　最近のクルマには高度な電子制御技術が搭載さ
れているのはご存じでしょう。とりわけエンジン
については、高速演算が可能な「エンジンコント
ロールユニット」（ECU）によって、吸入から燃焼、
排ガス処理にいたるまで、それぞれで最も高い効
率を維持し続ける制御ができるようになっていま
す。
　高度なエンジン制御を実現するため、エンジ

ンに装着された各種センサやアクチュエータ類の
存在感が高まっているのはいうまでもありませ
ん。裏を返せば、その一つにトラブルが生じても
ECUは高水準での制御ができなくなるわけです。
　したがって、その状態が長く続くのを防ぐため、
エンジン制御に関わる電子部品が正常に働いてい
るか監視する OBD も、ECU とともに高度化し
ているわけです。
　こと０２センサに限っていうと、旧来の OBD
は０２センサが「断線」したときのみ故障と判断
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近は少し事情が異なるようです。



していたのに対し、最近は０２センサが発する出
力電圧の異変や感度が落ちてしまったことなども
判別することができます。
　つまり、０２センサが断線という機能的な寿命
を迎えて初めてOBDの監視の目が向けられるの
ではなく、劣化する過程でエンジンをベストな状
態に保てそうにないと判明した時点で、OBDは
「NG」と判断し故障コードを発するのです。
　右に掲載したOBDⅡ故障（ジェネリック）コー
ドは、０２センサ関連から一部を抜粋したもので
す。これ以外にも「P0136 ～ P0147」「P0150 ～
P0167」まで、０２センサ関連は全部で 40 コード
以上も設定されています。

　これだけの項目を監視しているのだから、０２

センサのトラブルで入庫が増えたとしても不思議
ではありません。読者の皆様も、現場で実感され
ているのではないでしょうか。

■O2センサ関連のOBDⅡ故障コード（抜粋）

P0130 O2 センサ、回路（バンク１－ 1番センサ）

P0131 O2 センサ回路－低、出力（バンク１－ 1番センサ）

P0132 O2 センサ回路－高、出力（バンク１－ 1番センサ）

P0133 O2 センサ回路－感度不良（バンク１－ 1番センサ）

P0134 O2 センサ回路－不動（バンク１－ 1番センサ）

P0135 O2 センサヒーター、回路（バンク１－ 1番センサ）

P0171 リーン異常

P0172 リッチ異常

●北米では適合表を配布

　右の写真は、北米で配布されているアフター
マーケット向け０２センサの「適合表」です。
読者の皆様も、オイルフィルタやスパークプ
ラグなどの適合表を現場でお使いになるでしょ
う。それと同じ意味合いのものが、北米では配
布されています。
　そもそも適合表とは、ひとつのパーツ品番が
複数の車種にまたがって適合し、それを検索し
やすくするために作られます。当然ですが、あ
まり補修ニーズの高くないパーツに対しては、
適合表を作る必要はありません。
　北米でこのような適合表が配布されていると
いうことは、よほどの数量が出回っていること
を物語っていると受け止めることができます。
　米国では０２センサの性能が 10 万マイル（約
16 万㎞）まで保証されているといいます。しか
し数年前から、あるメーカーは「５万マイル（約
８万㎞）で交換するのが望ましい」という記載
を加えているそうです。
　また、スパークプラグや０２センサを世界の

カーメーカーに納入している日本の部品メー
カーが北米のカーアフター市場向けに作成し
たパンフレットには、表紙に大きく「Worn 
Oxygen Sensors Kill Fuel Mileage」と記載して
います。簡単にいえば「劣化した０２センサを
使い続けると燃費が悪化しますよ」と警告して
いるのです。

海外では交換ニーズあり！



国産車は本当に故障しない !?

　海外では「０２センサは定期交換が必要な部
品である」とする認識が定着している模様です
が、日本国内でも正規ディーラーを通じて販売
された輸入車は、以前から定期交換を推奨して
います（右の写真参照）。
　よく調べてみると、日本でも輸入車メンテナ
ンスを手掛けるディーラーや整備工場などは、
０２センサが定期的に交換を必要とする部品で
あるという認識を持っていました。
　しかしながら、１本１～２万円する０２セン
サを本当に定期交換しているかといえば、ケー
スバイケースという意見も多く聞かれました。
　たとえば、Ｖ型エンジンのようにクルマに
よっては複数の０２センサが装着され、交換時
にカーオーナーのコスト負担が軽くない場合も

輸入車は定期交換が常識 !?

あるため、現場としても「劣化しているとはい
え、まだ使える部品を定期的に交換しなければ
ならない理由を、お客様に上手に説明できない」
というのが本音のようです。
　ただ、エンジンマネジメントが高度化する今
日においては、前頁で紹介したパンフレットが
物語るように、０２センサの性能低下は燃費や
排ガス浄化の点でマイナス影響を及ぼす恐れが
高まっており、０２センサが壊れてから交換す
るという従来の考え方を見直す必要性があるの
は間違いではないでしょう。

正規ディーラー車のボンネットの内側には、O2 センサ
の定期交換を促すステッカーが貼付されています。

不具合が生じているのを外
観からうかがい知ることが
難しい O2 センサだけに、
OBD とアクセスする手段
の有無が診断作業の効率面
に大きく影響しそうです。

　では、国産車のエンジンに装着された０２セ
ンサは、本当に定期交換する必要がないほど丈
夫なのでしょうか。
　先日、ある整備工場にエンジンチェックラン
プが「ときどき点滅する」という症状を抱えた
国産車（平成 11 年式／走行距離６万㎞）が入庫
してきました。
　まず、OBDチェッカーで故障コードが記憶さ
れていないか調べてみると、OBDⅡ故障コード
「P0171」（リーン異常）が表示されました。
　これは、リーン状態が一定時間以上続くと出
力されます。０２センサはリッチ側で起電するた
め、劣化すると「リッチ出力」が発生しにくく
なることが、この原因と考えられます。

　何はともあれ、国産車でも０２センサにまつわ
るトラブルはゼロでないことと、OBDは単に不
動に陥ったものだけを「故障」と判断するので
はないことを間近で体験することができました。

下の写真では判別しにく
いですが、チェッカー
の診断結果は「P0171」
と表示されました。



　最近、当会の技術相談窓口にも０２センサに
関するお問い合わせが少しずつ増えています。
その中で多く見受けられる事例は「０２センサ
を単体点検する方法を教えてほしい」というも
のです。
　以前であれば、カーメーカーの修理書に０２

センサの単体点検方法が載っていました。しか
し最近は、それを載せていないケースが増えて
いるのです。
　ご存じのとおり「ジルコニア式０２センサ」は、
試験管状のジルコニア素子（セラミックの一種）
の表面に白金をコーティングしている構造的な
特徴は従来から変わっていません。それにもか
かわらず、なぜ現在は単体点検する方法が修理
書から外されているのでしょうか。
　これは、０２センサ関連のOBDⅡ故障コード
だけでも 40 項目以上にのぼることでお分かり
のとおり、最近は０２センサを単体点検するま
でもなく故障の状況を詳しく把握できる環境が
整ったからではないでしょうか。
　また、近年に販売されたカーメーカー純正お
よび市販の「外部故障診断装置」（スキャンツー
ル）は、エンジンの作動状況（回転数・水温・
吸気負圧など）をリアルタイムで測定する機能

測定ツールが不可欠に !?

が備わっており、それを使えば空燃費（A/F）
や０２センサのフィードバック状態（LEAN／
RICH）が簡易的に確認できるため、必ずしも単
体点検にこだわる必要性はないと考えることも
できます。

O2 センサが正常に働いているか測定する手段はいくつかあります。従
来のようにオシロスコープを使う方法以外に、写真上段のとおりスキャ
ンツールを使えばリアルタイム測定することができます。また、下段
の写真はスキャンツールにパソコンを接続し、スキャンツールが測定
しているデータをパソコン上で波形に変換して表示しています。これ
ならオシロスコープをセッティングする手間を省くことができます。


